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三井不動産株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役社長：植田俊、以下「三井不動産」）は、
一般社団法人日本橋室町エリアマネジメントとともに、日本橋エリアにおいて地域のプレイヤーと継
続的に連携を図りながら、子どもたちの未来の可能性を広げるプロジェクト「日本橋 次世代育成 プ
ロジェクト（以下、「本プロジェクト」）」を実施しています。本プロジェクトを通して、未来を担
う子どもたちが、広く深く世界を知るきっかけを創出することに取り組んでいます。2024年度は3つ
のプロジェクトを実施し、延べ約4,000名以上にご参加いただきました。

江戸時代の日本橋は寺子屋や私塾が多く、有数の文教エリアでした。明治時代には民間主導で中
央区内最初の学校が誕生しました。また、商人の街でもあったことから、街の大店が資金を持ち
寄って商売に必要な読み書き・計算などの学びの場を子どもたちに提供していたという歴史もあり
ます。

三井不動産は、今後も地域のプレーヤーと連携しながら、次世代育成プロジェクトを継続的に実
施し、江戸時代からの精神性を現代に受け継いで、未来を担う子どもたちの可能性を広げていきま
す。そして、日本橋の未来に向けた新しい価値を生み出すとともに、持続可能な社会の実現、SDG
ｓへの貢献を目指しています。

日本橋みらいスクール2024 夏のわくわくキッズフェス2024in日本橋

GAKU「自分だけの『見方』をつくる」

地域と連携し、子どもたちの未来の可能性を広げる教育プログラム

2024年度『日本橋次世代育成 プロジェクト』レポート

日本橋で実施した3つのプロジェクトに、延べ約4,000人以上が参加
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夏のわくわくキッズフェス2024 in 日本橋

2024年7月26日(金)～28日(日)に開催した「夏のわくわくキッズフェス2024in日本橋」では、日本
橋で創業した老舗鰹節専門店 株式会社にんべんによる、鰹節の製造工程のレクチャーや鰹節削りを
体験する「かつお節の魅力を知ろう！」や、平安時代からこの地に鎮座する福徳神社でお参りの作法
とおはらいについて勉強する「神主さんになってオハライをしてみよう」、日本橋の5つ星ホテル マ
ンダリン オリエンタル 東京による、タオルアートやベッドメイキングを行う「ホテリエ体験」など、
夏休みの自由研究にも活用できるワークショップを多数実施。また、三井不動産による「アーティス
トと一緒に丸シールでアート作品をつくろう！」では、講師の大村雪乃さんと小学生が「宇宙」を
テーマにアート作品を共同制作し、日本橋の再開発事業の新築工事用仮囲いに掲出されました。

日本橋の企業や店舗での体験を通じて、小学生の親子に、サステナブルな未来やそれに貢献する活
動・職業について楽しく学ぶ機会を創出する3日間となりました。

イベントの詳細や出展者一覧は以下URLからご覧いただけます。
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000680.000051782.html

ワークショップの様子

在日本橋の企業や店舗と協力して、子どもたちが楽しく学べる体験型ワークショッププログラ
ムを街全体で展開

①各社が大切にしてきた持続可能な取り組み・SDGsを次世代へ伝承

②約20のプログラムを実施し、2,000名以上の親子の皆様が参加

2024年度に実施した次世代育成プログラム

大村雪乃さん×小学生のワークショップによるアート作品

本イベントの概要

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000680.000051782.html
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日本橋みらいスクール2024

当日の様子（日本橋三井ホール）

2025年3月3日（月）、日本橋三井ホールで「これからの人生とお金」をテーマにした授業形式
のイベントが行われました。金融教育は近年の学校教育においても拡充されており、これから中学
校に進学していく子どもたちにとっても関心の高い内容であるため、今年度のテーマとしました。
中央区立常盤小学校・日本橋小学校・阪本小学校の6年生たちの前に登場した講師は、タレントの
小島よしおさん。巧みなトークで会場を爆笑の渦に巻き込みながら、人生を豊かにするための資産
とは何かについて、自身のエピソードを交えて楽しくレクチャーしていただきました。

続いて、三井住友トラスト・資産のミライ研究所 研究員の矢野礼菜さんから、将来の人生につ
いて考え、人生の中でのお金をより具体的に考える大切さを伝えていただきました。児童たちは、
クイズなどを通じて、お金のため方（貯蓄）、管理の仕方（投資）について分かりやすく学ぶとと
もに、日本と海外での資産に対する考え方の違いを知り、視野を広げることができました。

講師のお二人のお話を受けて、自分のワクワクする未来と、それに必要な資産との関係性につい
て、みんなで考え、グループディスカッションと発表を実施。将来の夢やその実現に必要なお金に
ついて、活発な意見が交わされました。イベントには保護者も参加し、小学生のうちから金融教育
をおこなう大切さに気付き、家族で話し合うきっかけを創出するイベントとなりました。

本イベントの概要

三井不動産が中央区立の3小学校と協力し、小学6年生に向けて“学校では教わらない”社会課題
を考える、参加型の授業形式イベントを実施。今年度は「これからの人生とお金」がテーマ。

①タレントの小島よしおさんが、体験を交えながら、人生とお金の関係性をレクチャー

②三井住友信託銀行が、世界の金融の潮流や、貯蓄と投資について分かりやすく講義

③参加者全員で、豊かな人生に必要な資産について考え、グループを作って発表
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GAKU「自分だけの『見方』をつくる」

写真を深く学びたいという意欲を持った12名の受講生たちが、写真家やファッションデザイナーな
ど豪華講師陣から、表現についての本格的な講義を受けて作品を制作しました。誰もがカメラを持ち、
発信できるこの時代に、写真そのものをとらえ直し、新たな視点を通じて社会や自分を見つめなおし
た受講生たち。このプログラムを通じて、10代の若者たちが自分と真剣に向き合い、自分だけの「も
のの見方」をつくる意味について深く考える機会を提供しました。

プログラム終了後には、全10回の授業を通して受講生が作り上げた作品と、講師陣による作品の合
同写真展「between A and B」が三井本館と日本橋三井タワーアトリウムで開催され、延べ約2100名
以上の方にご覧いただきました。自身の作品の展示など、会場づくりも受講生が自ら行い、展示会期
中は来場いただいた方々と受講生たちの間で交流が生まれるなど、街や人ともつながるきっかけとな
りました。

GAKU「自分だけの『見方』をつくる」の詳細は以下URLからもご欄いただけます。
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000651.000051782.html

作品展示会「between A and B」の様子

授業の様子

本イベントの概要

10代向けクリエイティブスクール「GAKU」とコラボし、2024年6月
から10月まで、日本橋を拠点に写真をテーマにした全10回のクラスを
開講。

①中学生以上の10代の若者を対象に、プロの写真家など4名のクリエ
イターから写真を通して「自分だけの『見方』」をつくり出すことを
学ぶ。

②完成した課題作品の展示会を日本橋で開催。生徒が街とのつながり
を意識するきっかけも創出。

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000651.000051782.html
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三井不動産グループは、「共生・共存・共創により新たな価値を創出する、そのための挑戦を続ける」とい
う「＆マーク」の理念に基づき、「社会的価値の創出」と「経済的価値の創出」を車の両輪ととらえ、社会
的価値を創出することが経済的価値の創出につながり、その経済的価値によって更に大きな社会的価値の創
出を実現したいと考えています。

2024年4月の新グループ経営理念策定時、「GROUP MATERIALITY(重点的に取り組む課題)」として、「１．
産業競争力への貢献」、「２．環境との共生」、「３．健やか・活力」、「４．安全・安心」、「５．ダイ
バーシティ＆インクルージョン」、「６．コンプライアンス・ガバナンス」の６つを特定しました。これら
のマテリアリティに本業を通じて取組み、サステナビリティに貢献していきます。

【参考】・「グループ長期経営方針策定」https://www.mitsuifudosan.co.jp/corporate/innovation2030/
              ・「グループマテリアリティ」https://www.mitsuifudosan.co.jp/esg_csr/approach/materiality

・「＆ EARTH for Nature」https://www.mitsuifudosan.co.jp/business/development/earth/for-nature/

当法人は、日本橋の事業者や行政と一体となって、「人と街の好循環」をテーマとし、「街の魅力向上」と
共に「各人の自己実現」を目指した活動を行っています。

「人と街の好循環」とは、街の賑わいを発端に人々が交流し、そこからアイデア・挑戦機会が生まれ、その
学びを次の世代に伝え、それらを街の魅力として発信することでさらに賑わいが生まれていく、といった循
環型街づくりの考え方です。

2024年10月に設立10周年を迎えましたが、今後も引き続き、「人と街の好循環」を実現するため、場と機会
を提供することで貢献していきます。

（一般社団法人日本橋室町エリアマネジメントHP: https://muromachi-area.jp/）

設立10周年を機に策定した、日本橋室町エリアマネジメントの「循環型街づくり」モデル

一般社団法人日本橋室町エリアマネジメントの目指している街づくりについて

三井不動産グループのサステナビリティについて

https://www.mitsuifudosan.co.jp/corporate/innovation2030/
https://www.mitsuifudosan.co.jp/esg_csr/approach/materiality
https://www.mitsuifudosan.co.jp/business/development/earth/for-nature/
https://muromachi-area.jp/
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